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超伝導ロジックのひとつである断熱型磁束

量子パラメトロン(AQFP)[1]は高速動作や超低

消費電力といった特徴がある。また、AQFPは

その高い感度が示されており [2]、デジタル

SQUID を用いる場合と比較して AQFP を用い

たほうが微小な信号を検出できる高感度なセ

ンサを構成できることが期待される。これまで

の研究で AQFP の前身である QFP を用いたフ

ラッシュ型の A/D 変換器の動作実証が行われ

た[3]。フラッシュ型の A/D 変換器は高速に変

換を行うことができる一方、微小な信号を識別

することには不向きである。 

微小な信号を検出できる A/D 変換器を作る

ために AQFP を用いた逐次比較型 A/D 変換器

を提案する。今回は比較器と逐次比較レジスタ

(SAR)の部分を考案した。図 1に逐次比較 A/D

変換器のブロック図を示す。図 2に比較器の部

分を示す。サンプルホールド回路を経た入力信

号と D/A 変換器からのフィードバックがそれ

ぞれ打ち消しあい、その差分が AQFPゲートに

入力される。図 3に 1 bitの SARを示す。論理

状態を保持するためにラッチ回路である

QFL[4]を用いている。Write信号’1’が入力され

ているときのみ状態の書き込みが行われる。こ

れにより上位ビットから順番に指定して論理

状態を書き込むことができる。 

発表では提案した回路のシミュレーション

結果を示す。 

 

図 1 逐次比較型 A/D変換器のブロック図 

 

図 2 比較器部分 

 

図 3 1 bit SAR 
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